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本発表にて示される意見は、私個人のものであり、所属する組織を代表する
ものではありません。
 本 発 表 に て 使 用 さ れ て い る 生 成 AI の 回 答 例 は 、 Gemini
(gemini.google.com)を使用したものです。



生成AIの普及

人工知能の一種。
テキスト、画像、動画、音楽など

様々なコンテンツを生成

日常的な利用：メールの下書き、文書の編
集、旅行や誕生日のプランニング、下調べ

ビジネス：企画書のドラフト作成、英語の書
類の要約、商品のキャッチコピーのアイディ
ア出し、広告のアレンジ

どのように利⽤されている？

教育：会話練習の話し相手、カリキュラムの
アイディア出し、個人に合わせた学習内容の
提案

エンターテーナメント：SNSコンテンツの作
成補助、生成AIの写真集、音楽、動画

医療：薬や病気の情報の整理・要約、チャ
ット形成でのQ&Aシステムの構築



生成AIとどう話したらいい？
生成AIとの話し方をネットや書籍で調べて試してみたけど、

自分の目的には、しっくりこない。

生成AIが普及していく一方で... 



言語学の知見を活用して、生成AIとの話し方の「選択肢」を把握する
それぞれの言葉の選択肢がどのような効果をもたらすかを理解する

これで、自分の目的にあわせて生成AIと対話

どうしたらいい？



生成AIとの話し方生成AI時代になぜ言語学？

2 4

1 3

新しい選択肢としての生成AI

Today's Contents

生成AIとの対話を捉える枠組み



生成AI時代に
なぜ言語学？

言語学いるの？



生成AIとの対話において、
言語学的知見が役立つ3つの場面

�野 (2024,p.116)



生成AIとのコミュニケーションは形式言語でなく、
自然言語（マルチモーダル含む）で主に行われる

言語は、人と人との間だけでなく、人と生成AIと
のコミュニケーション手段としての役割も担う



人と人との対話では、どんな言葉を選択するかに
よって、回答が変わってくる

生成AIとの対話でも、言葉の選択によって
アウトプットの内容や質が変わってくる

〇〇なんで、菜の花について教えて



人と人とのコミュニケーションの研究で
蓄積されてきた言語学の知見を使って、

生成AIとの対話における言葉の選択肢とその効果を把握する

自分の目的に合致した
生成AIとの対話



生成AIとの対話を捉える
枠組み

言語理論？



言語学って？

目的のひとつ：「伝えたいこと」を誰か
（自分も含めて）に伝えるために、
どう言葉で表すことができるのか、
 また、どの言葉を使うのが効果的か解明

通時言語学：言語が時間の流れととも
に、どのように移り変わってきたか

比較・対照言語学：言語間の共通点・
相違点を明らかに 

���と�っても�々...

応用言語学 ：教育などの関連分野で、
言語学的知見を活用することを目的。

コーパス言語学：BWWCJのようなコーパ
スを使って、語彙や文法の使用パターン
を分析
心理言語学：実験環境を作って、ある刺
激を与えた場合に、それが言語活動にど
のような影響を及ぼすか研究

......



いつ、誰が？：1960年代〜
M.A.K. Halliday によって提案

どんな語理論？
機能言語理論のひとつ

特徴は？：ことばは意味を
あらわす・解釈するための
リソース・選択肢の体系

生成AIとの対話→Systemic Functional Linguistics (SFL)

日本語だと？：
選択体系機能言語学



言語をリソース・選択肢として捉えるって？

先生が授業している

学生が授業を聞いている

先生が学生に説明している



言語をリソース・選択肢として捉えるって？

近年この地域では、夏に集中豪雨が発生
する

近年この地域では、夏に集中豪雨が発生
するらしい

近年この地域では、夏に集中豪雨が発生
する傾向があると言われている



言語をリソース・選択肢として捉えるって？

2013年に、富士山が世界文化遺産として
登録された

富士山が、2013年に世界文化遺産として
登録された

世界文化遺産として、富士山が2013年に
登録された



言語をリソース・選択肢として捉えることのメリットは？



生成AIとの話し方

どうやって話せば
いいの？



状況設定を伝えてときの選択生成AIと話す目的の種類

生成AIへの指示・質問の構造の選択2

1 3

言語学的知見を使って話そう

質問・指示を補足するときの選択4



情報やアイディア
を創造・表現

生成AIと話す目的の選択肢

 情報やアイディア
を理解

1 2
考えを分析・
整理・再構築 

3

例：難解文の言い換え 例：ターゲット層別の
アプリ説明文の作成

例：いろいろな立場か
らの質問の作成 



情報やアイディアを理解:
難解文の言い換え

https://g.co/gemini/share/5a122c5afd17

https://g.co/gemini/share/5a122c5afd17


生成AIへの指示・質問の構造の選択肢
GSP (Generic Structure Potential)という考え方を使って (Hasan 1984) 
ある目的のために会話や文章を書く際、目的達成に必要な要素とオプション要素を見つけ、それらの
順番を調べる方法。

 A→B: Aの次にB
 A・B: A→B or B→A 
 A→(B): A or A→B

⾃⼰紹介
初めまして...



生成AIへの指示・質問の構造

状況設定：対話のコンテクスト（分野、
対話者、目的などの選択）を伝える

指示/質問の説明：生成AIにしてもらいた
いことや、答えて欲しいこと、その補足
（詳細化、増補、拡張）などを伝える

1

2

4

3

5

様式の選択：形式・媒体・ジャンルな
どの選択肢を伝える

例の提示：生成AIに回答の参考になる具
体例を伝える

入力値：生成AIに処理させるinput

�野 (2024,p.148)



生成AIへの指示・質問の構造

状況設定：対話のコンテクスト（分野、
対話者、目的などの選択）を伝える

指示/質問の説明：生成AIにしてもらいた
いことや、答えて欲しいこと、その補足
（詳細化、増補、拡張）などを伝える

1

2

4

3
様式の選択：形式・媒体・ジャンルな
どの選択肢を伝える

例の提示：生成AIに回答の参考になる具
体例を伝える

生成AIの知識やスキルを対話の目的に合
わせてカスタマイズ

生成AIが回答を生成する際に、どのよう
な過程や条件を考慮して生成するか誘導

生成AIの表現力を引き出す

状況設定や指示/質問の説明の内容を
回答に反映させやすくする

GSP構成要素 対話での効果

5 入力値：生成AIに処理させるinput



SFLにおける状況（コンテクスト）の捉え方:
Context of Situation 

(Halliday, Matthiessen 2013)
フィールド: どんなことが起きているか

行為・出来事
参与者・物
分野・トピックの選択

テナー：話し手と聞き手がどんな立場で関わっているか
社会的な立場
状況下における立場
対人的距離

モード：言葉の役割はどんなものか
言葉の使用目的
形式（例：文字か音声か）の選択 �野 (2024,p.117)



SFLにおける状況（コンテクスト）の
捉え方: Context of Situation

フィールド: どんなことが起きているか
行為・出来事
参与者・物
分野・トピックの選択

テナー：話し手と聞き手がどんな立場で関わっているか
社会的な立場
状況下における立場
対人的距離

モード：言葉の役割はどんなものか
言葉の使用目的
形式（例：文字か音声か）の選択

対話の内容を、より自分の目的に合致し
たものにする

対話の専門性、視点などをコントロール
する

回答の構成を目的にあったかたち・スタ
イルで形成させる

生成AIとの対話での効果



フィールドの説明なし

https://g.co/gemini/share/18af4d9c23ac

プロンプトの構造:指示/質問の説明

質問だけプロンプトに含
めた場合、一般的な内容
で星座の情報を回答



フィールドの説明あり

https://g.co/gemini/share/dd63aff4e995

プロンプトの構造:
状況設定[フィールド]→指示/質問の説明

・「夏に見やすい星座」などキ
ャンプのとき、話のきっかけに
なりそうな星座知識

・「星座アプリ」などキャンプ
のときの便利グッズ

フィールドの説明を加えることで、
回答の内容を

状況に合うようカスタマイズ

キャンプでの会話向けに、
回答に含まれる内容が変化



テナーの説明なし

https://g.co/gemini/share/9d7361f95370

プロンプトの構造:指示/質問の説明

質問だけプロンプトに含め
た場合、一般的な読者層を
想定した難易度で回答



テナーの説明あり

https://g.co/gemini/share/eafd24411712

プロンプトの構造:
状況設定[テナー]→指示/質問の説明

小学生向けに、文章の難易度を
調整

・比喩表現の使用
「酸素と糖を作る反応」を「お料理」
　料理: 材料→料理場所→出来上がり

・最後は、比喩を使わず、
簡単な表現でのまとめ・反復

テナーの説明を加えることで、
回答の難易度・専門性をカスタマイズ



モードの説明なし

https://g.co/gemini/share/9d7361f95370

質問だけプロンプトに含め
た場合、書き言葉のスタイ
ルで回答

プロンプトの構造:指示/質問の説明



モードの説明あり

https://g.co/gemini/share/2c83e43fd2fc

プロンプトの構造:
指示/質問の説明→状況設定[モード]

・「かな」「だよね」文末表現
が会話でよく使用されるものに

・nominalization の程度が下がって、
語彙密度（情報の詰め込みどの程
度）が下がっている

・読み手への話しかけ
monoglossic  → diaglossic 

モードの説明を加えることで、
回答のスタイルをカスタマイズ

会話調にするために、文末表現
や、情報密度、話しかけの程度
などを調整



生成AIへの指示・質問の構造

状況設定：対話のコンテクスト（分野、
対話者、目的などの選択）を伝える

指示/質問の説明：生成AIにしてもらいた
いことや、答えて欲しいこと、その補足
（詳細化、増補、拡張）などを伝える

1

2

4

3
様式の選択：形式・媒体・ジャンルな
どの選択肢を伝える

例の提示：生成AIに回答の参考になる具
体例を伝える

生成AIの知識やスキルを対話の目的に合
わせてカスタマイズ

生成AIが回答を生成する際に、どのよう
な過程や条件を考慮して生成するか誘導

生成AIの表現力を引き出す

状況設定や指示/質問の説明の内容を
回答に反映させやすくする

GSP構成要素 対話での効果

5 入力値：生成AIに処理させるinput



扱うもの/行為 要求 提供

物・サービス 指示 オファー

情報 質問 陳述

SFLにおける指示・質問の捉え方: 
Speech Function

発話機能: ２つの視点から区別される
扱われるものが、物・サービス OR 情報
行為が、要求 or 提供

�野 (2024,p.219)



指示・質問の仕方は様々

https://g.co/gemini/share/9d7361f95370



指示・質問の補足の選択肢

�野 (2024,p.227)

詳細化

拡張

増補

指示や質問を言い換えたり、明確化したり
する。「つまり」「具体的には」「特に」

指示や質問を行う、手段、条件、原因、時
間や場所などを提示する.[もしも]「〜で」

指示や質問に対して、何か追加したり、代
替案を提示したりする。「また」「続いて」 

論理-意味関係の種類



指示・質問の補足の選択肢

�野 (2024,p.227)

詳細化

拡張

増補

指示や質問を言い換えたり、明確化したり
する。「つまり」「具体的には」「特に」

指示や質問を行う、手段、条件、原因、時
間や場所などを提示する.[もしも]「〜で」

指示や質問に対して、何か追加したり、代
替案を提示したりする。「また」「続いて」 

論理-意味関係の種類

生成AIが回答を作成する際に厳密に何を
実行するかを誘導

生成AIがどのように、もしくは、どんな
条件を考慮して回答を作成するかを誘導 

生成AIが回答を作成する際に当該の指示や
質問をどのような手順で実行するか誘導

生成AIとの対話での効果



詳細化の補足なし

「分析してください」だけ

欲しい情報と要らない情報の両方が入る可能性



詳細化の補足あり
具体的に、分析で何をして欲しいか補足

1 2 3 と指示した通り、フィー ドバックの対象、
問題点、ユーザーからの要望を抽出 



増補の補足なし

「要約してください」だけ

賛成意見、反対意見を、頻度（週1回）、進捗
報告、頻度（週2回）に分けて要約



増補の補足あり
「否定的な意見だけ」と条件を追加

否定的な意見のみを対象として、
「頻度」「時間」「形式」に分類



拡張の補足あり (プロンプト)

入力値：
生成AIに処理させる
input

指示：
拡張の補足
1: 注文の品
2: 在庫チェック
3: メールのドラフト

入力値：
生成AIに処理させる
input



拡張の補足あり (回答)
1: 注文の品

2: 在庫チェック

3: メールのドラフト

拡張の補足のプロンプトで、順番にタスクをこ
なして、注文の品の在庫情報に合わせて、メー
ルの下書きを作成



新しい選択肢としての
生成AI

新しい
人と人を繋ぐ
対話相手



生成AIは一部の専門家のツール
でなく、身近な話し相手

人と話すのに比べて一見難しそう
だが、実は、普段使っている言葉
で話しかければ対話できる

最初は、リスクが少ない、
身近な用途で、試してみては？



生成AIは「代替」でなく
「プラス」のプロセスのための

『対話』相手。

対話のメリット: 自分だけで表現
したり、考えたりするだけではた
どり着けない、新しい発想や価
値観に出会えること

�野 (2024,p.336)

マインドセットの移行



個人と社会を繋ぐ生成AI個人と社会を繋ぐ生成AI
“シェアード・ディスコース”“シェアード・ディスコース”

という概念の提案という概念の提案

生成AIという新しい選択肢: 
生成AIが個人と様々なディスコ
ースを繋ぎ共有する手段に。
言葉の壁、コミュニティーの壁、
社会の壁を溶かし繋げる。

様々なディスコースをpersonalize &　
contextualizeしてアクセス・発信
人の主体性がより重要になっていく

�野 (2024,p.346)

インターネット・SNSの普及
多様なディスコースにアクセス可能
しかし、ディスコースは、必ずしも共
有されない



生成AIとの話し方生成AI時代になぜ言語学？

生成AIとの対話を捉える枠組み2 4

1 3

新しい選択肢としての生成AI

Today’s summary

 自然言語によるコミュニケーション
 人と人とのコミュニケーションの研究
で培ってきた言語学的知見の活用 

SFL (選択体系機能言語理論)
ことばを、リソース・選択肢の体系と
捉える

生成AIと対話する目的
生成AIへの指示・質問の構造
状況設定を伝えてカスタマイズ

フィールド、テナー、モード
質問・指示を補足するとき

詳細化・増補・拡張

専門家だけのツールではない
代替でなくプラスのプロセスと考え
るマインドセットの重要性
シェアード・ディスコース
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Thank you for
your time!

質問・コメント
お願いします


